
（別紙３）

～ 2026年　1月　9日

（対象者数） 4 （回答者数） 2

～ 2026年　1月　20日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

幼児期と学齢期では支援のアプローチが異なる
ため、学齢期や思春期の心理的変化の理解を深
めていけるよう努めます

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

多機能型の事業所のため、切れ目なく支援
していけること

幼児期から学齢期と進んでも、慣れたスタッフ
や活動が継続することで、環境の変化による不
安を軽減できるようにしています

○事業所名 　まきば

○保護者評価実施期間 2025年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年　1月　15日

事業所における自己評価総括表公表



2

メイン活動の内容が固定化しないように事業所
内で案を出すとともに、SNSやネットを活用し
て情報を得る

3
集団活動が苦手な児童にも、集団活動に入れる
ような活動内容を提供できる工夫を行いたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域や他事業所の活動情報に目を配り、参加で
きそうな催しがあれば状況に応じて参加を検討
する

2

マニュアルがあることや内容については必要な
情報を契約時に伝えたい。また、避難訓練の様
子やマニュアルの改訂時には保護者会等で案内
したい

地域との交流 当事業所で行う活動を優先しているため

保護者への周知の不十分
事故防止や感染症対策等のマニュアルは用意し
てあり、避難訓練も定期的に行ってはいるが、
周知に関しては不十分であった

活動に乗馬を取り入れていること 児童が楽しんでもらえる活動内容を考えている

集団でのメイン活動に参加できない場合の
対応

どうしても集団で行うメインの活動に参加でき
ない場合は、可能な範囲で個別で対応している

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等


